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東明八幡神社
5月25日宮入／未定
5月26日宮入18：00

綱敷御旅所
5月26日 宮入16：00
　　　　 2基

御影クラッセ
だんじり広場
 5月3日 17：00～19：00
 パレード 11基

綱敷天満神社
5月26日 宮入14：00
　　　　 2基

弓弦羽神社
5月4日 宮入10：30
　  8基 宮出13：30

御影駅

J R 東 海 道 本 線
イカリイカリ

バレンタイン
広場

神社及び見どころ
各区だんじり小屋

東明八幡宮

弓弦羽神社
網敷天満神社

【
安
全
と
警
備
に
伴
う
ご
協
力
の
お
願
い
】

だ
ん
じ
り
の
運
行
に
関
し
ま
し
て
は
各
地
区
の
運
行
責
任
者
の
元
、世
話
人
が
万
全
の
注
意
を
は
ら
っ
て
警
備
し
て
お
り
ま
す
。ご
見
学
の
皆
様
も
、だ
ん
じ
り
の
動
い
て
い
る
と
き
な
ど
に
近
づ
き
す
ぎ
た
り
、前
方
を
横
切
っ
た
り
な

ど
の
危
険
な
行
為
を
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。パ
レ
ー
ド
の
際
に
は
、だ
ん
じ
り
に
近
づ
い
て
い
た
だ
け
る
時
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
に
各
町
の
だ
ん
じ
り
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、一旦
だ
ん
じ
り
が
動
き
出
し
ま
す
と
、大
変
危
険
で
す
。そ
の
時
は
世
話
人
か
ら
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、楽
し
い
パ
レ
ー
ド
や
祭
礼
を
実
行
す
る
た
め
に
も
、又
、今
後
も
こ
の
地
で
パ
レ
ー
ド
を

続
け
て
行
く
為
に
も
、世
話
人・安
全
協
会
会
員・消
防
団
員
な
ど
の
案
内
に
従
っ
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、数
年
前
の
明
石
市
の
花
火
大
会
で
の
事
故
以
降
、警
察
側
の
警
備
に
関
す
る
注
意
事
項
も
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。祭
礼
関
係
者
も
最
善
の
注
意
を
は
ら
い
ま
す
が
、ご
見
学
の
皆
様
も
事
故

発
生
す
る
こ
と
な
い
よ
う
に
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
時
間
は
天
候
・
交
通
状
況
等
に
よ
り
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご あ い さ つ
　青空の下、新緑の色増す六甲山を背景に、区内がだんじり一色になる季節がやってきました。
　今年も総勢三十一基のだんじりが、初夏の風に溶け込むように爽やかに鳴り響くだんじり
囃子とともに、区内を駆け巡ります。精巧な彫刻や豪華な飾り幕が美しく施されただんじりが、
時にはゆっくりと、時には勢いよく巡行する勇壮な姿は見るものを感動させます。夜になり、提灯
にろうそくの灯りが灯された趣のある姿も見どころです。
　だんじりには長い歴史がありますが、第二次世界大戦での焼失、震災による被害など、度重
なる困難を乗り越えて、地域の力がだんじりを復活させ継続してきました。
　老若男女多くの人が携わり、地域をあげて運行するだんじりは、地域の伝統と結束力を後世
に引き継いでいく重要な場です。これからも、だんじりが地域の財産として末永く守り育てられ、
地域の力がより一層高められていくことを、心より願っております。
　最後になりましたが、だんじり巡行にご尽力いただきました地域の皆様、東灘警察署ほか
各関係機関の皆様に御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東灘区長

　新緑の鮮やかな５月ですが、今年も待ちに待った「御影だんじりパレード」の季節がやって参りました。この御影だん
じりパレードも、早いもので本年で１２回目を数えます。思い起こせば、阪神・淡路大震災の復興を祈り、御影の町に希望
と元気を取り戻すことを願って始められた御影だんじりパレードですが、いまやすっかり御影の年中行事として定着し、
御影はもとより近隣の市町からも多くの方々が見物に来られています。これも「御影は一つ」の合い言葉の元、各自治会・
青年部のご尽力と地域住民の皆様の暖かいご声援のおかげと感謝しております。
　「祭り」は、古来五穀豊穣を神に祈るとともに、人と人とのつながりを保ち、活力ある社会づくりの楚となって参りまし
た。一昨年の東日本大震災の被災地では、未だに傷痕が癒えず、被災された方 も々不自由な暮らしを強いられていま
す。しかしそのような中にあっても、地域文化の復活を通して地域の絆の大切さが再認識されています。御影だんじりパ
レードが、これからも御影の豊かな地域文化として、末永く継続・発展していけるよう今後ともご理解とご支援をお願い
申し上げます。
　最後になりましたが、本年度の開催にあたりご尽力いただきました御影連合会を始め、関係各位、また神戸市様に
心より感謝申し上げます。

●御影クラッセだんじり広場 及び クラッセ南側道路

御影だんじりパレード
5月3日（金・祝日） 17：00～19：002013年

雨天中止

御影は東日本大震災の被災地復興を応援しています。

▲現在の浜石屋地車　昭和62年新調

▲戦前の浜石屋地車　昭和12年作　彫師 川原 啓秀
　残念ながら戦災により焼失

オープニングセレモニー

阪神御影駅南側に新たに「バレンタイン広場」が誕生します。
バレンタインデー発祥の地に、愛の聖人「サン・バレンティーノ」
殉教の聖地イタリア・テルニ市の市長をお招きし、オープニン
グ・セレモニーが行われます。セレモニーのフィナーレには、
御影の新名所誕生を祝し御影の地車11台が威勢の良い地
車囃子と共に広場にやって来ます。是非ご覧下さい。

5月3日（祝）午後3時より

浜石屋自治会　会長　上田 正敏

バレンタイン広場誕生


